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
 

研究背景・目的

“市民と研究者が協働する東シナ海沿岸におけ

 る海岸漂着ゴミ予報実験”※

東シナ海沿岸には多種多様なゴミが大量
 に漂着しており、各地方自治体や地域住
 民の方々はその対応に苦慮している。

漂流ゴミの効率的な洋上回収事業の可能性を検討

五島列島・奈留島
(2007.11.3)

短波海洋レーダー（以下、HF radar ）
 と数値モデルを併用した潮目検出の

 有効性を確認する。

漂流ゴミは潮目に集まる

※地球環境研究総合推進費（地球環境問題対応型研究領域D-071, H19-21）の支援を受けている

(c)小松島港湾・空港整備事務所
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HF radar 観測概要
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潮目の位置検出方法

≪潮汐フロント≫

HF radar 観測範囲

LOG(H/U3)（H:水深[m], U:潮流振幅[m/s]）
 

のある値のところに沿って存在

Goto Islands

(Simpson and Hunter, 1974)

1. 数値モデルで LOG(H/U3) 分布図作成

2. 補正した

 LOG(H/U3) 分布図

3. STD観測、SST観測、

 空撮画像で潮汐フロント

 を表す値を求める

HF radar の結果と

 比較し補正

潮目の検出範囲は限定される

数値モデルで潮目の検出範囲
 を拡張する

レーダービームが2本以上交差
 している部分でのみ表層流速

 が測定できる
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HF radar データの解析手順
Goto Islands

視線方向流速の計算

調和定数を空間補間

視線方向流速

 の調和分解

各HF radar

東西・南北流速成分

 の調和定数の計算

潮流楕円 潮流振幅Uの計算

• 下記手順でM2分潮及びS2分潮の潮
 流楕円をそれぞれ求め、その長軸の

 長さをそれぞれUM , US とする。
• 大潮期に観測したので、潮流振幅

 U = UM + US とする。
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数値モデル概要

・σ層：10層
・水深データ


 
J-EGG500(JODC) （解像度：500m）

・海岸線データ


 
数値標高モデルデータ（国土地理院）

（解像度：50m）

・開境界


 
Matsumoto et al. (2000, JO, 56, 567- 
581)のM2 分潮及びS2 分潮の調和定数

 を線形補間

・FVCOM(Finite Volume Coastal Ocean Model)を使用

・計算時間：20日間（1時間毎の流速場を出力）
・計算領域：32.1°N～33.6°N，

 
128.1°E～129.7°E

・東西・南北流速成分を調和解析し、各ノードにおけるM2分潮及びS2分潮

 の潮流楕円を求め、大潮期の潮流振幅 U を計算。
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LOG(H/U3) の相関関係

非常によい相関関係
 を示している

Number of Samples : 310
R=0.977

Hinata et al (2005, BCO, Vol.43, No.1, 51-60)

比較に使用した HF radar 
観測点の条件

①ビーム交差角度が20°~160°
 （2局の HF radar で測定している海域）

②レーダー局からの距離が30km以内
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LOG(H/U3) 分布

FVCOMで求めた LOG(H/U3) 分布 回帰直線で補正した LOG(H/U3) 分布
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LOG(H/U3) 分布

Fukue island

潮目が数多く見られる
 福江島周辺で観測

五島周辺の潮汐フロントが
 できる

 
LOG(H/U3) の値を

 求める

Fukue island

(1)STD観測
 

(2)SST観測
 

(3)空撮

瀬戸内海では LOG(H/U3)=2.3 (Sun and Isobe, 2008，JPO) 
で潮汐フロントが見られる。

FVCOMで求めた LOG(H/U3) 分布 回帰直線で補正した LOG(H/U3) 分布
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潮汐フロントの位置特定
(1) STD観測 (2008.8.31 : spring tide)

潮汐フロントは、2.25 < LOG(H/U3) < 2.80 
の範囲にあることがわかる。

Stn.1 Stn.2 Stn.3 Stn.4 Stn.5

temperature
[℃]

混
合
域

成
層
域

Stn.4 と
 

Stn.5 の間に潮汐フロントがある

Stn.1

Stn.5
Fukue island

LOG(H/U3) 分布

Stn.5
Stn.4

Fukue island

Stn.4 : 32.768°N , 128.624°E
Stn.5 : 32.765°N , 128.634°E
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潮汐フロントの位置特定
(2) SST観測 (2008.8.30 : spring tide)

SST Observation line
・SST 観測の航跡線

・円の大きさで水温勾配の大小を表す。

水温勾配が大きい部分の多くは、STD観測で潮汐フロントが確認
 できた

 
2.25 < LOG(H/U3) < 2.80 の範囲に収まっている。

Number of Samples : 290
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潮汐フロントの位置特定

② ③

②
③ ①

①
(3) 空撮 （2008.8.31 : spring tide）
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潮汐フロントの位置特定

①
(3) 空撮 （2008.8.31 : spring tide）

• ①の潮目は、
 

2.0 < LOG(H/U3) < 2.5 にかけて存在。

• 複雑に入り組んだ地形。

①
Fukue island

潮汐フロントではなく、強流と地形急変によって生じる筋目
 だと考えられる。
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潮汐フロントの位置特定

②

(3) 空撮 （2008.8.31 : spring tide）

②

Fukue island

・②の潮目は、
3.75 < LOG(H/U3) < 4.00 の辺り。
・STD観測で潮汐フロントが確認できた

 2.25 < LOG(H/U3) < 2.80 とは大きく異
 なる値の場所。

現在、考察中



③

Fukue island

Hime island


 

潮汐フロントの位置特定

・③の潮目は、

 
STD観測で潮汐フロント

 が見られた

 
2.25 < LOG(H/U3) < 2.80 の

 付近にある。
・姫島と福江島の間には、大潮期に潮目

 が観察できる。

2.25 < LOG(H/U3) < 2.80 の範囲
 に潮目があることを確認できた。

(3) 空撮 （2008.8.31 : spring tide）

③

高崎局に設置されたウェブカメラの画像

(2008.8.30 16:30) (2008.7.31 12:00)
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潮汐フロント（まとめ）

冬季も含めた潮目検出を考
 えた場合、潮汐フロントだけで
 は不十分

HF radar の観測値から潮流
 成分を除去した平均流の収束
 域を特定

五島列島周辺の潮汐フロント
 は、2.25<LOG(H/U3)<2.80 の

 位置にでき、瀬戸内海で潮汐
 フロントが見られる

 LOG(H/U3)=2.3 (Sun and Isobe, 
2008，JPO) の値に近い位置に

 できることがわかった。
Fukue island

福江島周辺の潮汐フロントマップ
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HF radar データの解析手順

視線方向流速の計算

視線方向流速の

 空間補間

48時間周期以下の

 潮流成分を除去

各DBF radar

東西・南北流速成分

 の計算

• PHA radar の観測値にはバイアスが含
 まれているため、DBF radar 2局の結果

 を用いて平均流の発散を計算。
•2008年 1/1 (00:00) ～ 6/30 (23:00) 
の1時間毎の視線方向流速結果を使用。

2008年6月30日23:00の流速場

D1

D2

平均流の発散

 を計算
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平均流の収束域検出方法

データがある格子点

dy

dx

矩形格子

Node.2 Node.3

Node.4

Node.5

Node.1 
での発散

dy
vv

dx
uu

y
v

x
u 1212 












u1 : Node.1 と
 

Node.2 の東西方向平均流速

u2 : Node.1 と
 

Node.3 の東西方向平均流速
v1 : Node.1 と

 

Node.4 の南北方向平均流速

v2 : Node.1 と
 

Node.5 の南北方向平均流速

0







y
v

x
u

を満たす範囲

 が収束域

2008年6月30日23:00の流速場

D1

D2
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平均流の月平均の発散場

2008年1月 2008年2月

2008年5月 2008年6月

•北西の季節風が吹く冬季
 に強い縞状の収束域が見
 られる。

•冬季の方が強い収束域
 が見られる部分が多い。

今後の予定

平均時間を変えて季節
 別（特に冬季）に平均流

 が収束しやすい海域があ
 るかどうか調べる。



終
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STD 観測(Aug. 31 : spring tide)

Stn.1 Stn.2 Stn.3 Stn.4 Stn.5

temperature
[℃] ①

②

③ ④

Stn.1 Stn.2 Stn.3 Stn.4

temperature
[℃]

Stn.1Stn.2Stn.3Stn.4Stn.5

temperature
[℃]

① ②

③

Stn.1 Stn.2 Stn.3

temperature
[℃]④

※沖側が Stn.1

小潮期の水温

 鉛直断面分布

 図から、潮汐フ

 ロントの場所は

 特定できな

 かった。
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